
　
　
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、
企
業

　
　
会
計
を
含
め
た
予
算
総
額
は
、

１
０
６
億
３
、９
２
５
万
円
で
、
前
年

度
予
算
額
１
０
６
億
１
、３
５
２
万
円

に
比
べ
０
・
２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
税
は
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
か

ら
減
収
を
見
込
み
、
歳
出
で
は
、
公

債
費
の
償
還
が
ピ
ー
ク
を
越
え
る
も

の
の
、
未
だ
多
額
で
推
移
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
前
年
度
と
同
様
歳
入
不

足
に
よ
り
厳
し
い
財
源
対
策
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
財
政
健
全
化
計
画
に

よ
る
人
件
費
を
は
じ
め
と
す
る
義
務

的
経
費
の
削
減
、
受
益
者
負
担
の
適

正
化
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
に

よ
り
財
源
の
確
保
を
図
り
、
現
行
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
つ
つ
事
務

事
業
の
重
点
選
別
と
財
源
の
重
点
配

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
骨
格
予
算
と
し
て
編
成
し

て
い
ま
す
が
、
年
度
当
初
か
ら
町
民

サ
ー
ビ
ス
、
産
業
振
興
対
策
、
雇
用

対
策
に
必
要
な
経
費
を
盛
り
込
ん
だ

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、
67
億
５
、４
５

４
万
円
で
、
前
年
度
予
算
額
66
億
４
、

９
８
１
万
円
に
比
べ
１
・
６
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
歳
入
に
お
け
る
町
税
、

地
方
譲
与
税
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、

自
動
車
取
得
税
交
付
金
、
地
方
交
付

税
等
を
合
わ
せ
た
経
常
一
般
財
源
は
、

町
税
の
減
な
ど
が
影
響
し
、
前
年
度

比
０
・
９
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
歳
出
に
お
け
る
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
を
合
わ
せ
た
義
務

的
経
費
は
、
人
件
費
と
公
債
費
の
減

が
主
な
要
因
と
な
り
、
前
年
度
比
１
・

１
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
投
資
的

経
費
（
普
通
建
設
事
業
）
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
比
56
・
６
％
増
と
な
り
、

洞
爺
水
の
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業
、

虻
田
漁
港
（
大
磯
分
区
）
整
備
事
業
、

森
林
再
生
事
業
な
ど
の
予
算
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　
歳
入
不
足
を
補
て
ん
す
る
（
埋
め

る
）
た
め
財
政
調
整
基
金
を
、
ま
た

各
事
業
に
充
て
る
た
め
、
洞
爺
地
域

ふ
れ
あ
い
振
興
基
金
、
観
光
開
発
基

金
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
取
崩
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
が
、
財
政
調
整
基
金
の

取
崩
し
額
は
、
財
政
健
全
化
計
画
よ

り
５
、３
０
０
万
円
少
な
い
１
億
８
、

３
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
※
基
金
と
は
、
家
庭
に
置
き
換
え

　
る
と
貯
金
の
こ
と
を
い
う
。
洞
爺

　
湖
町
に
は
、
財
政
調
整
基
金
や
減

　
債
基
金
の
よ
う
に
、
歳
入
不
足
を

　
補
て
ん
す
る
た
め
の
も
の
や
洞
爺

　
地
域
ふ
れ
あ
い
振
興
基
金
な
ど
の

　
よ
う
に
、
特
定
の
歳
入
を
も
っ
て

　
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
立
て
ら

　
れ
た
基
金（
貯
金
）が
あ
る
。
　

一
般
会
計

平
成
22
年
度

特集
歳 出

歳　出
(使う予定のお金)

67億
5,454万1千円

議会費 67,727千円(1.0％)予備費
31,000千円
(0.5％) 総務費 244,642千円

(3.6％)

民生費
1,258,150千円
(18.6％)

衛生費
461,823千円
(6.8％)

労働費
31,543千円
(0.5％)

農林水産業費
215,252千円
(3.2％)

商工費
243,304千円
(3.6％)

土木費
486,076千円
(7.2％)

消防費
399,099千円
(5.9％)

教育費
291,035千円
(4.3％)

公債費
1,731,294千円
(25.6％)

給与費
1,293,596千円

(19.2％)

ま
ち
の
予
算

　平成22年第１回洞爺湖町議会定例会が３月４日から16日まで開催

され、平成22年度当初予算が可決されました。

　本年は、４月22日任期満了に伴う町長選挙の年であることから、予

算編成は、骨格予算となり、継続事業を中心とした内容となっています。

　本年度予算の概要を紹介します。


